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明
治
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会

長

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
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ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
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願
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ま
す
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昨
年
末
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全
国
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コ
ロ
ナ
の
感
染
者
も
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ぶ
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と
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な
く
な
り
、
あ
り
が
た
い
こ
と
と
お
礼
も
申
し
喜
ん
で
お
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
全
国
的
に
感
染
拡
大
を
し
て
い
て
今
後

し
ば
ら
く
行
動
規
制
が
か
か
り
そ
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で
す
。
元
旦
祭
は
皆
さ

ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
賑
や
か
に
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
今
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お
つ
と
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ど
う
な
る
だ
ろ
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思
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し

て
い
ま
し
い
た
ら
、
今
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春
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つ
と
め
る
意
義
深

い
月
だ
と
い
う
こ
と
に
今
更
な
が
ら
気
が
付
き
ま
し
た
。
教

祖
は
命
を
か
け
て
つ
と
め
を
急
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
当
時
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

聞
か
せ
て
頂
い
た
上
で
の
想
像
で
す
。
し
か
し
、
思
い
を
も
っ

て
身
を
隠
さ
れ
た
の
が
現
実
で
す
。

今
の
私
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
は
明
ら
か
に
違
い

ま
す
が
、
普
段
何
の
心
配
も
な
く
さ
せ
て
頂
け
る
お
つ
と
め

が
ど
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い
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と
だ
っ
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の
か
と
つ
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づ
く
感

じ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
思
い
で
お
つ
と
め
を

つ
と
め
さ
せ
て
頂
く
か
が
、
こ
の
節
目
を
通
し
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変
わ
っ
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い
か
な
く
て
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ら
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と
思
い
ま
す
。

ふ
し
が
あ
れ
ば
こ
そ
深
く
味
わ
い
、
深
く
思
案
も
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
思
案
を
重
ね
、
親
神

様
、
教
祖
に
喜
ん
で
頂
け
る
心
の
成
人
を
さ
せ
て
頂
き
、
そ

し
て
お
つ
と
め
の
実
行
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



元旦祭の際に、ご参拝頂いた皆様にお願いをさせて頂きましたが、改めて

「すなお」の紙面をお借りして、皆様にお願いがございます。

現在、会長様が教会の御用に長くお乗り頂いているキャラバンですが、か

なりの年数が経過しており、入れ替えを検討しなければならない時期にまい

りました。初年度登録が平成18年（2006年）9月ですので、約15年もお乗り頂

いており、走行距離も30万ｋｍを超えています。タクシーや長距離トラック

並みの走行距離です。

これまで、瀬戸路の理を毎月々々上級の葛城に、そして大教会、ご本部へ

とお運び頂き、また、信者さん宅の講社づとめ、そしてバンド活動時の楽器

搬送等々、長年に渡って様々な場面で活躍してきたキャラバンですが、経年

劣化も激しく、だいぶくたびれてきています。 会長様には、大切にそして綺

麗にお乗り頂いてまいりましたが、いよいよ入れ替えの時期が迫ってまいり

ました。今日、明日にすぐに壊れて乗れなくなるわけではありませんが、こ

れからも長く教会の御用を安心しておつとめ頂けるように、新しい車輌を購

入させて頂きたいと思います。

つきましては、車輌入れ替えのための積み立てを行いたく皆様にお願い申

し上げます。目標金額は300万円。積み上がり次第終了といたしますが、期間

は1年を目安としてつとめさせて頂きたく思います。

日々、月々のお供えとは別に、車輌入れ替え用のお供え袋を教会に準備し

て頂きますので、皆様の真実のお運びを伏してお願い申し上げます。よろし

くお願いいたします。

教会の車両入れ替えのお願い

松浦直人

教会ニュース

元旦祭をつとめるにあたって、大勢の皆様より海山野の幸の御供物、

現金での御供を頂きました。真実の御供物を山盛りにさせていただ

く事が出来て親神様、教祖、霊様にはさぞかしお喜び頂けたと思い

ます。本当にありがとうございました。



神様にもたれて
椿 信代

先日、2年ぶりに夫婦で教会へ帰りました。コロナ前の2020年に結婚前の挨

拶で来た以来の里帰りでした。

今年は年明け早々から将来のことで悩んだり夫婦の課題にぶち当たってい

て、夫と共に今のままじゃだめなのかと悶々とする日々が続いていました。

そんな中で教会に帰り神殿で参拝をした時、柏手を打つ度にすっと心の重

りが消えるような、不思議と気持ちが軽くなった気がしました。まさに今悩

んでいることに対して教祖から先案じはせんでええと言われたような感じで

す。今までも先のことを考えすぎてしんどくなった時、「人間の力でどうに

もならないことは神様にもたれなさい」と何度も聞かされていました。私の

悪い癖で考えすぎてしまうところを今回思い出させてくださったような気が

します。

また夫も天理教のことは深く理解はしていませんが、帰る頃には晴れやか

な表情になっていました。短い時間でしたが帰ることができて良かったです。

今年は夫婦ともに神様にもたれる心で通らせていただきたいと思います。

ノミのジャンプ

ノミという虫がいます。先日、この虫にまつわる面白い話を聞きました。

ノミというのは非常に小さいものですが、自分の体の50倍から100倍くら

いジャンプするのです。すごいですね。そのノミを、コップを裏返して中に

閉じ込めてしまうと、当然、高く跳ぶことはできません。どうなるかという

と、コップの底に当たって落ちるを繰り返すのです。そして、そのままにし

ておくと、コップを外しても、その高さまでしか跳べなくなるそうです。

人間も、神様から授かった能力は無限でも、嫌なことやつらいことがある

と、自分で「これが限界」と枠や殻を作って、コップのなかのノミのように、

そこまでしかジャンプしなくなることがあるのではないでしょうか。

私は、病気や事情は、私たちが自分で「もうここまで」「自分の能力はこ

んなもの」と決めてかかっている壁を突き破るチャンスとして、親神様が与

えてくださっているのではないかと思うのです。病気になったら、普段は当

たり前にできていることができなくなると考えがちですが、心の持ち方によっ

ては、普段できないことができるようになる。私は、それが「ふし」だと思

うのです。〜中略〜（次ページへ）
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ノミの話に戻りますが、コップの高さまでしか跳べなくなったノミは、いっ

たいどうすれば元に戻るか。自分の体の50倍、100倍跳ぶノミのなかに入れた

ら、すぐに跳べるようになるそうです。私は、これが教会だと思います。教会

へ行けば、自分の枠や殻ではなく、神様を目標に歩んでいる人たちがいます。

その人たちは、いわば50倍100倍跳んでいるノミの仲間です。そこへ入ること

によって、すぐに自分も跳べるようになる。これが教会だと思うのです。また、

そんな教会でありたいと思います。


